
光再構成型ゲートアレイのマルチコンテキスト色構成
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��はじめに

人工衛星や宇宙ステーションなどで使用される

組み込みシステムは高エネルギーの宇宙放射

線の影響を受ける。そのため、宇宙放射線によ

り故障が生じた際に、リモートで仕様変更が

できる再構成デバイスの使用が期待されてい

る。我々は、レーザアレイ、ホログラフィック

メモリ、フォトダイオードを持つゲートアレイ

����を組み合わせた光再構成型ゲートアレイ

����	
�������� ������������� ���� 	�����の

研究を進めている ���。今度、マルチコンテキ

スト色構成手法を用いた光再構成試験を実施し

たので、その試験結果について報告する。

&�マルチコンテキスト色構成手法
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従来のマル

チコンテキ

スト・光再

構成型ゲー

トアレイで

は、同じ波

長のレーザ

を複数用い

て回路情報を構成してきた。この方法で薄いホ

ログラフィックメモリを用いた場合、レーザア

レイの実装間隔を狭くしていき、実装密度をあ

げていくと、各レーザの入射角が近くなるため、

レーザごとに異なる回路情報を読み出すのが困

難であった。我々はこれを解決するためにマル

チコンテキスト色構成法を提案している。この

手法では複数の波長のレーザを用いることで波

長の違いによってホログラフィックメモリから

異なる回路を読み出すことが可能になり、レー

ザアレイの実装密度をあげることができる。マ

ルチコンテキスト色構成手法を用いたホログラ

フィックパターンを図 �に示す。このパターン

には ��個の回路情報を記録している。

'�試験結果

図 �で示したホログラフィックパターンを用い

て、#$%�"、#&%�'�"、(&%�"レーザを用いた

)個の回路で再構成試験に成功している。コン

テキストパターンを図 %に示す。
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